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1 ．プロジェクト概要
1. プロジェクト概要・⽬的
2. プロジェクトメンバー
3. 運営体制
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①概要
本研究プロジェクトでは、鷹栖地区住⺠センター“ふらっと”を拠点に、鷹栖町の
⼩中⾼⽣を巻き込んだ活動の中で、住⺠の⽅々との交流を通して、将来的に⼦ど
もたちが主役となり、地域の資源を発掘し、鷹栖町における問題解決につながる
活動を⽣み出す仕組みを構築することを主眼とする。

②⽬的
“ふらっと”の利⽤者を増やすことで、多様な⼈が参集し、相互作⽤を⽣み出せる
ような、住⺠の⽅々の「居場所」となるコンテンツを住⺠の⽅々とつくる。

1．プロジェクト概要・⽬的
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2．プロジェクトメンバー
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学⽣
七条 祐⾹ 環境情報学部4年 久野 泰⽣ 環境情報学部3年
関 健太 総合政策学部4年 ◎⼩林 美⽉ 総合政策学部2年
成⽥ ⼀帆 総合政策学部4年 ⻄川 草⽻ 総合政策学部2年
⼭之内 鈴那 環境情報学部4年 冨澤 倖之介 環境情報学部2年
新井 もえ 環境情報学部4年 清⽔ 美咲 環境情報学部1年
⼩室 彩和 総合政策学部3年 ⽵本 晴登 環境情報学部1年
⾼⾕ 秀聖 環境情報学部3年 我妻 ⾥莉 総合政策学部1年

教職員・アドバイザー
飯盛 義徳 慶應義塾⼤学総合政策学部教授
伊藤 玲緒 慶應義塾⼤学総合政策学部3年

※◎はプロジェクトリーダー

今年度、⼤学側は以下のメンバーで、学⽣が中⼼となり、教職員はサポーターとして活動した。



5Isagai lab: Takasu town genki project

3．運営体制
運営
◎新井 もえ 環境情報学部3年
⼩林 美⽉ 総合政策学部2年
⻄川 草⽻ 総合政策学部2年

SNS・WEB

◎⾼⾕ 秀聖 環境情報学部3年
⼩室 彩和 総合政策学部3年
清⽔ 美咲 環境情報学部1年

ふらっとベース
◎我妻 ⾥莉 総合政策学部1年
⼩林 美⽉ 総合政策学部2年
⽵本 晴登 環境情報学部1年

※◎は各班のリーダー



2．事前学習
1. 事前学習概要
2. 事前学習（7⽉5⽇実施）
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①概要・⽬的
2022年9⽉1⽇〜4⽇に⾏われた
鷹栖町夏合宿に向けて事前学習を⾏なった。
⽇時：2022年7⽉5⽇4,5限
活動場所：飯盛義徳研究会
参加者：飯盛義徳研究室に所属する学⽣全員
②内容
鷹栖町役場で勤務されている⼩松⽥光⽒に、鷹栖町やふらっとの現状について
講義していただいた。講義内容を踏まえて、『「ふらっと」が、多様な分野の住
⺠活動や交流が⽣まれ、まちの賑わい（住⺠主体の活動）が創造される拠点とな
る⽅策を提案してください。』というワークテーマで議論し、発表した。

1．事前学習概要
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③結果（1班〜4班）
1班：⽇常利⽤を促進するためにイベントを開催し、愛着を⾼める。
2班：イベントなど運営と住⺠のつながりを作り、強制的に使う機会を増やす。
3班：住⺠サークルを⽴ち上げることで、活動を発信し、コミュニティ拠点とし

て発展させる。
4班：町主催のイベントを開催したり、⽇常的に利⽤ができる場を提供する。

2 ．事前学習（7⽉5⽇実施）
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③結果（5班〜8班）
5班：カフェ運営・道の駅を⽬指す、アクションをしたい⼈が共有できる

掲⽰板を設置する、みんなで作り上げた感が⽣まれる環境をつくる
6班：住⺠主体のイベントを企画したり、⾏政介⼊度の調整をする。
7班：イベントを休⽇に開催してふらっとユーザーを増やす。

集まった⼈たちでイベントができるような仕組みを作る。
8班：⾼校⽣カフェ

企画〜運営まで⾼校⽣主体となることでふらっとの利⽤率を上げ、その他
の世代を呼び込むことで多世代交流を促進する。

2 ．事前学習（7⽉5⽇実施）
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2.夏合宿
1. 夏合宿概要
2. 夏合宿1⽇⽬：鷹栖町内視察
3. 夏合宿2⽇⽬：班別フィールドワーク
4. 夏合宿3⽇⽬：班別フィールドワーク
5. 夏合宿4⽇⽬：提⾔発表
6. 提⾔内容概要⼀覧
7. 提⾔内容概要（班別）
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9⽉1⽇ 9⽉2⽇ 9⽉3⽇ 9⽉4⽇

午前 避難所運営
訓練参加

班別
フィールド
ワーク

班別
フィールド
ワーク

提⾔発表会

ふらっと
館内案内

たかす
マルシェ⾒学

午後 鷹栖町内
バスツアー

鷹栖町の⽅々
との意⾒交流会 ⼣⾷交流会

1．夏合宿概要

Isagai lab: Takasu town genki project 11

※詳細は次ページ以降に記載あり



①開会式
鷹栖町に到着してまず、歓迎挨拶や夏合宿開校式を
開催していただき、鷹栖町と慶應義塾⼤学SFC研究
所の連携協定を結んだ。
②「ふらっと」館内案内
初⽇はこれから我々が活動する「ふらっと」を知る
ため館内案内をしていただき、「ふらっと」の可能
性を探った。
③避難場運営訓練
「ふらっと」で開催された避難所運営訓練に参加し、
住⺠の⽅との交流をはかった。

2 ．夏合宿1⽇⽬：鷹栖町内視察
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①班別フィールドワーク
この⽇は各班に分かれて鷹栖町の様々な⽅にインタビュー
を⾏った。鷹栖町でお店を営業されている⽅、農家の⽅、
商⼯会の⽅、公⺠館の⽅など鷹栖町で活躍されている様々
な⽅から意⾒をいただき、活動を考える元とした。

3 ．夏合宿2⽇⽬：班別フィールドワーク
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①たかすマルシェ
午前中、「ふらっと」にてたかすマルシェが開催さ
れていたため、お⼿伝いをさせていただいた。私た
ちは、鷹栖町で育てられた野菜を販売した。
②グループ活動
各班、フィールドワークや⾃分たちのアイデアをも
とに最終⽇の「鷹栖町夏合宿 提⾔発表会」に向け
て提⾔内容を詰めた。

4 ．夏合宿3⽇⽬：班別フィールドワーク
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①鷹栖町夏合宿 提⾔発表会
我々は合宿期間を経て考えた「ふらっと」の活
⽤についての企画を各班それぞれ発表した。
鷹栖町⻑をはじめとした鷹栖町の⽅々、⾃治体
の⽅々にも実際に⾒ていただき、最終的にどの
班の企画が鷹栖町に合っているかを審査してい
ただいた。

5 ．夏合宿4⽇⽬：提⾔発表
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6．提⾔内容概要⼀覧

Isagai lab: Takasu town genki project 16

題名 内容 背景

1班 ふらっこプロジェクト 館内活動の可視化を⾏い、
次に地域愛を⽣む思い出を提供

地域住⺠の”居場所”
になっていないと感じたから

2班 鷹栖の⽇常に
ひとさじ分のいろどりを！

脱⽬的と⽬的の拡充の⼆軸を
もとに、２つの企画を実施

現状のふらっとは、訪れる⽬的
が不⾜していると感じたから

3班 ふらっとへの愛着を⾼める
〜PARKUS〜

施設を⼤学⽣と住⺠が⼀緒に
作り出すことで、愛着を創造

敷居が⾼く、⽬的及び
⽤事がないと感じたから

4班 サークルフォーマットの
作成と提案

サークルフォーマットを活⽤す
ることで、町⺠の認識を変化

施策よりふらっとに対する認識
変化が最も必要だと感じたから

5班 鷹栖町の町花！
マリーゴールド事業

パパママの社会的孤⽴を防ぐ
事業を実施

町のシンボルがない、中間層の
社会的孤⽴が問題と感じたから

6班
⻑期的に考える飯盛研究会と
ふらっとの属性の異なる住⺠
に対する効果的なアプローチ

飯盛研究会が抜けても住⺠起点
の新しい活動を⽣み出し
続けられるためのアプローチ

中学⽣以降の年代に対して、
ふらっとが価値ある場所に
なると感じたから



1班「ふらっこプロジェクト」 ※⼀部抜粋

7．提⾔内容概要(1班)
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背景（問題意識） 提⾔内容
地域住⺠へのインタビューを経て、
鷹栖町「ふらっと」の現状は、
➀参加者が固定されてる、②イベントが少ない、
③刺激が少ない、など6つを指摘した。
そこから地域住⺠の”居場所”になっていない
という点を最⼤の課題と掲げた。

「アート×居場所×こども」を⽬指すべきと
提案した。
館内活動の可視化として、案内紙「ぺらっと」を
発⾏する。その後、地域愛を⽣むきっかけとして、
施設内空間に共同でぶらんこを作成する
「ふらっこプロジェクト」を提案した。

※



7．提⾔内容資料(1班)
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7．提⾔内容資料(1班)
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7．提⾔内容資料(1班)
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7．提⾔内容資料(1班)
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7．提⾔内容資料(1班)
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7．提⾔内容資料(1班)
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7．提⾔内容資料(1班)
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2班「鷹栖の⽇常にひとさじ分のいろどりを！」 ※⼀部抜粋

7．提⾔内容概要(2班)
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背景（問題意識） 提⾔内容

地域住⺠へのインタビューや鷹栖町を実際に⾒て、
「鷹栖で〇〇してみたい」が実⾏に移せていない、
「現状の暮らしにけっこう満⾜している」
という点に気が付いた。
そこから、ふらっとには、⽬的が必要であり、現状は
その⽬的が⾜りていないと判断した。

➀「ふらっと」をつくると
②たかすのごちそうプロジェクトの２つを提案した。
➀は親⼦をターゲットに、ワークショップを
実施して、それをシステム化していく。
②は住⺠が運営・マネジメントを⾏う
レストランイベントを実施する。
結果として、脱⽬的と⽬的の拡充を⾏う。

※



7．提⾔内容資料(2班)
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7．提⾔内容資料(2班)
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7．提⾔内容資料(2班)
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7．提⾔内容資料(2班)
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7．提⾔内容資料(2班)
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7．提⾔内容資料(2班)
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3班「PARKUS ふらっとへの愛着を⾼める」 ※⼀部抜粋

7．提⾔内容概要(3班)
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背景（問題意識） 提⾔内容
まちの中で⾏われている活動が分離していて、
まちの中で⾏われている活動が集約されている状態
にあるという前提のもと、ふらっとは認知されている
が、理解、⾏動、⽇常に落とし込まれていないため、
敷居が⾼く、⽬的及び⽤事がないという問題が
⽣じていると判断した。

➀⼤学⽣が事業者と⾼校⽣をつなぎ、②⾼校⽣が
事業者の活動に協同する際の仲介を⼤学⽣が担う。
その後、③コストが低い形式で実践を⾏う。
という循環を作り出すことで、
地域住⺠のふらっとへの
愛着を⾼めることを⽬標としている。

※



7．提⾔内容資料(3班)
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7．提⾔内容資料(3班)
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7．提⾔内容資料(3班)
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7．提⾔内容資料(3班)
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7．提⾔内容資料(3班)
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7．提⾔内容資料(3班)
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4班「サークルフォーマットの作成と提案」 ※⼀部抜粋

7．提⾔内容概要(4班)
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背景（問題意識） 提⾔内容

フィールドワークやたかすマルシェにおいて
インタビューを⾏い、「貸館として認識している」
「利⽤者が限定されている」などの意⾒を受けた。
そこから、ボトルネックは、町⺠の⽅々が持っている
ふらっとに対する現状の認識を変化させること
だと考えた。

町⺠の認識に変化を起こすきっかけ作りを⼩⽬標
として掲げ、それを繰り返すことで、ふらっとでの
活動を通した交流・新規活動が想像されると考えた。
つまり、単発のイベントや発信は有効であるが、
それで終わらずくりかえすことで、
このフローで⾏えばだれでもふらっとを使える
というフォーマット作りが必要と提案した。

※



7．提⾔内容資料(4班)
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7．提⾔内容資料(4班)
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7．提⾔内容資料(4班)
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7．提⾔内容資料(4班)
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7．提⾔内容資料(4班)
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5班「鷹栖町の町花！マリーゴールド事業」 ※⼀部抜粋

7．提⾔内容概要(5班)
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背景（問題意識） 提⾔内容
中間層（30代〜50代）の町⺠の⽅々
を中⼼にヒアリングを⾏った結果、
町の課題としてシンボルがないこと、
町の中間層が抱える問題として
将来的に社会的孤⽴が起こるという
2点があがった。

ふらっとを拠点に、①マリーゴールドの中庭菜園、
②カフェ運営を⾏うことで新たなコミュニティ形成を
⽬指すとともに、この町⺠主体で➀②のサイクルを
確⽴することでマリーゴールドを鷹栖町のシンボル
としての資源として確⽴させる。

※
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7．提⾔内容概要(5班)

Isagai lab: Takasu town genki project

飯盛研究会夏合宿2022 in 鷹栖町

提言発表会

５班

﨑川・釆原・山之内・冨澤

1. ワークテーマ

2. ふらっと 現状

3. 鷹栖町 課題

4. 事業 提案

5. 事業概要

6. 具体的な事業内容

7. 事業による効果

8. 今後 展望

アジェンダ

鷹栖町に潜む『課題』を解決するために

ふらっとを『活用』し、町 活性化を目指す。

ワークテーマ

ど ようにしてふらっと 利用者を増やし、

地域づくりに資する活動を生み出す か

ふらっと 『現状』

・スペースが十分に活用されていない。

・子供 / 高齢者に比べて中間層 （30代〜50代）　　　　　　

利用者数が少ない。

・子供 / 高齢者向け イベント 多いが、

　中間層をターゲットにしたイベントが少ない。

https://www.japandesign.ne.jp/space/takasu-district-residents-center/
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7．提⾔内容概要(5班)

Isagai lab: Takasu town genki project

中間層（30代〜50代） 町民 方々を

中心にヒアリング。

鷹栖町 『課題』

町 課題

鷹栖町と言え ？というシンボルがない。

（＝町外から認知されづらい）

町 中間層が抱える課題

将来的に社会的孤立に繋がる。

・子供中心 生活になり、自分自身に向き合う

　時間が取れない。またそれを問題視していない。

・子供を介したコミュニティにしか属していない。

小学生〜大学生 子供を持つママパパ

セカンドライフ/キャリアを支援し、

社会的な孤立を防ぐ。

鷹栖町 町花！マリーゴールド事業

ふらっとを拠点に、

マリーゴールド 中庭菜園、カフェ運営を行うことで

新たなコミュニティ形成を目指すとともに、鷹栖町 シンボルを確立させる。

・鷹栖町 町花

・活用法が多様

・美容効果/アンチエイジング効果

・抗炎症作用

・婦人科系 悩み

・デトックス効果
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7．提⾔内容概要(5班)

Isagai lab: Takasu town genki project

鷹栖町 町花！マリーゴールド事業

　　第１フェーズ［中庭菜園］

　　第２フェーズ［カフェ運営&販売］

　第３フェーズ（町民主体）

　［上記サイクル確立・

　マリーゴールド活用 多様化］

参入 ハードルを下げるためにフェーズを分ける。

第１フェーズ マリーゴールド 中庭菜園

ターゲット：親子

選定理由：まず 子供を介した繋がりからコミュニティを育む

場所：ふらっと 中庭

『ふらっとに愛着を持ってもらう』

・花壇作り（レンガにお絵描き、

　割れたお茶碗、好きな形 etc）

・種まき / 水やり

・お世話 ルール決め

参加者

・イベント 周知

・運営、活動バックアップ

・物品 用意

・住民と 交流

飯盛研

第２フェーズ カフェ運営&販売

ターゲット：子供を持つお母さんお父さん

選定理由：子供を介さない繋がり 形成

場所：ふらっと 調理室・入り口付近 カウンター

・栽培したマリーゴールドを紅茶やクッキー

にしてカフェ運営&販売

・メニュー考案

・ミーティング 開催

・カフェ 計画

参加者

・カフェ 周知

・運営、活動バックアップ

・物品 用意

飯盛研

第３フェーズ
（町民主体）

サイクル確立、マリーゴールド活用 多様化

ターゲット：子供を持つお母さんお父さん

選定理由：ターゲット層 定着・拡大

場所：ふらっと・鷹栖町内

・町民主体 事業

（マリーゴールド事業 多様）

例：香水、アロマ、しおり、消臭剤、ハーバ

リウム、フラワーロード 拡張、本格的な

ブランディング活動

参加者

・引き継ぎ

（マニュアルなど）

・相談相手になる

飯盛研
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7．提⾔内容概要(5班)

Isagai lab: Takasu town genki project

・セカンドライフを充実させる。

・子供を介さないコミュニティに属する

ことで、将来社会的孤立を避けられ

る。

・活動 拠点となることで日常的な利

用者数 増加、コミュニティ形成 場

となる。

・カフェ運営等でマネタイズできる。

・まち シンボルが確立でき、

　観光資源となりうる。

鷹栖町 親世代 ふらっと 鷹栖町

マリーゴールド事業 効果 今後 展望

マリーゴールドを活用して町民主体で様々な事業 / イベント展開をし、

コミュニティ 拡大とマリーゴールド 観光資源化を目指す。

   

ご清聴ありがとうございました！



6班「⻑期的に考える飯盛研究会とふらっとの関係」 ※⼀部抜粋

7．提⾔内容概要(6班)

Isagai lab: Takasu town genki project 50

背景（問題意識） 提⾔内容
インタビューを通して、みんな（特にこども）は
鷹栖町に満⾜しているように感じた。
⼀⽅で、世代別に満⾜度を⾒てみると、
世代があがるごとに何もないに価値を
感じることが出来なくなり⼤きな不満はないが
満⾜度は下がっていると認識した。

ふらっとに何かあると分かれば、
ふらっとが⾃分にとって価値あるものになりうると
考え、集客のために細かいニーズに合った活動の
企画を提案した。
例えば、⼩学⽣向けにはボードゲーム⼤会、
社会⼈向けには婚活パーティなどである。

※
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7．提⾔内容概要(6班)

Isagai lab: Takasu town genki project

飯盛研夏合宿2022

木下、浅野、鬼丸、長田、荒濱

提言発表会
-６班-

長期的に考える飯盛研究会とふらっと

属性 異なる住民に対する効果的なアプローチ

私たち 班

今回 テーマ

◎3年後に飯盛研究会が抜けても、

ふらっとで住民起点 新しい活動を生み出し続けられる

9/2-9/4 フィールドワーク

FW自転車でインタビュー

・ふらっと/鷹栖知っていますか？

・ふらっと/鷹栖にあってほしいも とかありますか？

・鷹栖すきですか？

など

小学生、中学生、高校生、親世代、保育園 先生、

高校 先生、高齢者…

約30名 全世代にインタビューを実施！

インタビューしてわかったこと

みんな鷹栖に満足していそうだった

旭川に行きやすい、住みやすい、鷹栖になくても、

旭川に行くと言った意見が多く出た。
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7．提⾔内容概要(6班)

Isagai lab: Takasu town genki project

鷹栖自体に魅力を感じている で なく、便利

さに魅力を感じている で ？

子供 、鷹栖に満足していると感じた

学童に行っている小学生が楽しそう。

広い公園がある。

旭川より、人が少なくて、遊びやすい

中学生乳幼児 高齢者

0　　5　　10　　15　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70

満足している

世代別による鷹栖で 暮らしに対する満足感 変化

大きな不満 感じていない

～中学生くらい：鷹栖で 暮らしに満足できる

→鷹栖に 公園、学童、子育て支援センターなど、遊ぶところが沢山ある

中学生くらい～：鷹栖で 暮らしに大きな不満 感じていない

→居住環境として 満足している人が多いが、生活環境として 近隣 旭川に頼って

いる人が多い

ど ような違いがある か？？？

インタビュー①
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7．提⾔内容概要(6班)

Isagai lab: Takasu town genki project

鷹栖で 暮らしに満足できる なぜ？

”何もない”にも価値を感じることができるから

例）何もない空間でもじゃんけん、鬼ごっこなど

遊びを楽しむことができる

課題

・無償で利用できる空間がある に対して、ふらっとを利用するために コストが必要

・ふらっと内 静かな印象から騒げないと思っている節がある

解決策

・コスト面を見直し、他で賄うことで開けた空間にする

・騒げる日を作る

・無機質な外観だけでなく開放的な空間づくりを行う

EX）

・BGM流す

・「ふらっとで騒ごう！走ろう」 日を設ける

・ハンモック設置、手作り看板 設置

”何もない”にも価値を感じることができる人（〜中学生）に対して

インタビュー②、③

→見る世界が広がり欲が出てくる。行動選択に優劣を付け

るようになることで、「何もない」 価値が下がる。

鷹栖で 暮らしに大きな不満 ない なぜ？

”何もない”が価値だと感じづらくなるから

”何もない”に価値を感じづらい

↓

逆に、ふらっとに“何かある”と分かれ 、

ふらっとが自分にとって価値 ある場所になりうる

↓

何がある か分かる必要があるため、

一度でもお客さんとしてでも足を運ぶ必要

↓

集客 ために細かいニーズに合った活動 企画へ

”何もない”に価値を感じづらい人（中学生～）に対して
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7．提⾔内容概要(6班)

Isagai lab: Takasu town genki project

3年間活動計画 3年間活動計画

幼稚園児：親子向け イベント（工作、「騒ごう会」、宝探し）

小学生：ボードゲーム大会、チョークでお絵描き、ふらっとで泊まろう！

中学生：部活やっている子→学校帰りに寄れる場 提供、料理教室・料理対決

高校生：進路相談会（大学生がいないから）、ふらっと部（部活をふらっとでやる）、中学ま

で一緒で高校で別れてしまったメンバーで運動会・体力測定（高3 子から）

農家：新しい商品研究会

教師：教師限定！しっぽりバー

家族連れ：ドライブインシアター（フードを中で売る）

社会人：婚活パーティ

3年間活動計画

・チラシ（カレンダー）ライナーに挟む

・ ぼり（今ふらっとでやっている活動 ぼりを道路側に立てておく）

・鷹栖町に関わる人へインタビュー 詳細

インタビュー①

・外食や買い物 、旭川で済ます。

・休日 、旭川まで行って、遊ぶことが多い。

インタビュー②

・お金がかかるから、会議室を使わず、丸机で利用

している。

インタビュー③

ふらっと 静かに勉強する場として、中学生 居

場所になっている。

インタビュー④

・ふらっと 、何をしているかわからない。な で、

利用したことがない。

他にもインタビューした→

実際 声が沢山あります！→
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7．提⾔内容概要(6班)

Isagai lab: Takasu town genki project

ご静聴ありがとうございました。



3.活動報告
1. 今年度の活動
2. 11⽉フィールドワーク
3. 1⽉フィールドワーク
4. 2⽉フィールドワーク
5. 3⽉フィールドワーク
6. 成果報告会資料⼀部

Isagai lab: Takasu town genki project 56
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1．今年度の活動

Isagai lab: Takasu town genki project

9⽉

10⽉

11⽉

12⽉

1⽉

2⽉

3⽉

9⽉1⽇〜9⽉4⽇
夏合宿

11⽉24⽇〜11⽉26⽇
第1回出張

1⽉13⽇〜1⽉15⽇
第2回出張

3⽉18⽇〜3⽉20⽇
第4回出張

1⽉30⽇〜2⽉6⽇
第3回出張

12⽉28⽇
打ち合わせ

10⽉28⽇
打ち合わせ
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①⽬的
鷹栖町役場の職員や町⺠の⽅々との打ち合わせを⾏うため。
翌年2⽉の「たかす誕⽣まつり」での活動内容を協議する
ため。

②概要
11⽉24⽇ 鷹栖町⻑⾯談

鷹栖⾼校および鷹栖地区公⺠館打ち合わせ
11⽉25⽇ まちづくり懇親会
11⽉26⽇ 鷹栖町役場打ち合わせ

ふらっとキッチンへの参加

2． 11⽉フィールドワーク

Isagai lab: Takasu town genki project
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③内容
①今後の活動についての打ち合わせ
共同活動の内容を具体的に検討した。
検討の末、⼩中学⽣を中⼼とした ⼦どもクラブ「ふらっ
とベース」を運営し、共に活動していく⽅針となった。

②たかす誕⽣まつりでの活動内容の決定
たかす誕⽣まつりの開催に合わせて⼩中学⽣とともにステ
ンドグラスを作成し、展⽰することを決定した。

2． 11⽉フィールドワーク

Isagai lab: Takasu town genki project
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③内容
③ふらっとキッチンへの参加
定期的にふらっとで開催されている「ふらっとキッチン」
に参加した。「ふらっと」のさらなる活⽤について理解の
促進、鷹栖町の⽅々との親睦の深化などの成果を得た。

2． 11⽉フィールドワーク

Isagai lab: Takasu town genki project
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①⽬的
こどもクラブ等を訪れ、「ふらっとベース」に参加してく
れる⼦どもたちの募集のため。
たかす誕⽣まつりでステンドグラスお披露⽬のための準備
のため。

②概要
1/13 学童保育に⾏き勧誘活動
1/14 ステンドグラス案を決定
1/15 「ふらっとベース」顔合わせ

3． 1⽉フィールドワーク

Isagai lab: Takasu town genki project
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③内容
①⼦どもたちに直接「ふらっとベース」への勧誘
鷹栖町の学童保育に訪れ、ふらっとベースの宣伝を⾏った。
また、「ふらっとベース」の活動である「ステンドグラス
づくり」にも勧誘した。
②ステンドグラス制作の準備
学童保育で宣伝をし、来てくれた⼦どもたちと交流会を
⾏った。また、⼀緒にステンドグラス案を考えた。

3． 1⽉フィールドワーク

Isagai lab: Takasu town genki project
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③内容
③ふらっとベース顔合わせ・関係者の⽅々との関係構築
北野地区に住む⼩学校と鷹栖地区に住む⼩学校の顔合わせ
や、⼦どもたちと⼤学⽣との交流を⾏った。これから活動
していく上での基盤となるような関係構築に尽⼒する。

3． 1⽉フィールドワーク

Isagai lab: Takasu town genki project
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①⽬的
ふらっとベースの活動を実際に現地で⾏うため。
第2回アロマキャンドルWSの準備のため。

②概要
1/30 アロマキャンドル打ち合わせ
1/31-2/3      事前作業
2/4 鷹栖誕⽣まつり当⽇
2/5 鷹栖誕⽣まつり⽚づけ
2/6 アロマキャンドル試作

4． 2⽉フィールドワーク

Isagai lab: Takasu town genki project
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③内容
①ふらっとベースでステンドグラス作り
飯盛研の学⽣で元デザインと⼟台を作成した。
⼦どもたちにはセロハンを切って貼る作業を任せた。
学⽣が⼿伝いながら⼀緒に作り上げていくことができた。
②鷹栖誕⽣まつりのサポート
制作したステンドグラスをふらっとの⽞関に設置した。
祭り開催準備や当⽇運営を⾏なった。
③第2回ふらっとベースの準備
3/19に予定していたアロマキャンドルWSのための
ミーティングと試作を⾏なった。

4． 2⽉フィールドワーク

Isagai lab: Takasu town genki project



66

①⽬的
今年度の活動報告を⾏うため。
第2回ふらっとベース開催のため。

②概要
3/18 鷹栖町元気プロジェクト 成果報告会
3/19 アロマキャンドルワークショップ
3/20 プロジェクト打ち合わせ

5． 3⽉フィールドワーク

Isagai lab: Takasu town genki project
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③内容
①鷹栖町元気プロジェクト 成果報告会
飯盛義徳教授とプロジェクトメンバーから鷹栖町の⽅々へ
今年度の成果報告を⾏なった。 ※次ページに資料掲載
②アロマキャンドルWS
第2回ふらっとベースの活動として、アロマキャンドル制
作のワークショップを開催した。
③打ち合わせ
来年度以降の活動内容や⽅針に関して、鷹栖町役場の⽅々
とプロジェクトメンバーで打ち合わせを⾏なった。

5． 3⽉フィールドワーク

Isagai lab: Takasu town genki project



6．成果報告会資料

Isagai lab: Takasu town genki project

令和４年度
鷹栖町元気プロジェクト年度末活動報告
2023年3⽉18⽇
慶應義塾⼤学
鷹栖町元気プロジェクトリーダー
⼩林美⽉

68

1

2

3

⽬次

鷹栖町元気プロジェクトとは？

令和４年度の活動報告

令和５年度の⽅向性

2Isagai lab: Takasu town genki project

•⼩林美⽉
•慶應義塾⼤学総合政策学部 飯盛義徳研究会２年
•鷹栖町元気プロジェクトリーダー
•その他の活動：岩⼿県釜⽯市の⾼校⽣と防災啓発活動
•その他の活動：⼭梨県北杜市の活性化検討 etc..

Isagai lab: Takasu town genki project 1

⾃⼰紹介

鷹栖町元気プロジェクトとは？

3Isagai lab: Takasu town genki project



6．成果報告会資料

Isagai lab: Takasu town genki project

鷹栖町住⺠センター「ふらっと」を有効活⽤し、

鷹栖町を元気にする！！

2022年度5⽉の事前活動を経て

2022年9⽉に正式にスタート！

Isagai lab: Takasu town genki project 4

鷹栖町元気プロジェクトとは？

「ふらっと」の有効活⽤とは？

→“ふらっと”で “何か交流”が⽣まれること

住⺠の居場所づくり

Isagai lab: Takasu town genki project 5

3年間の⽬標

住⺠の居場所づくり

ふらっとを拠点にして活動する⼦ども団体

“ふらっとベース”

Isagai lab: Takasu town genki project 6

R4・R5年度の⽬標
鷹栖町在住の⼦どもが地域との交流により
郷⼟愛を育むことを⽬的としたプロジェクト

具体的には..
①ふらっとを拠点にした活動を実施
・ステンドグラス制作
・アロマキャンドルづくり
②ふらっと⼦どもたちが⾃然と集まるスペースを設定

Isagai lab: Takasu town genki project 7

ふらっとベースとは？

69



6．成果報告会資料

Isagai lab: Takasu town genki project

Isagai lab: Takasu town genki project 10

鷹栖町のフィールドワーク(9⽉)
•慶應義塾⼤学飯盛研究会約30名で参加
• 6つの班に分かれ、鷹栖町観光や地域の⽅へのインタビューな
どを⾏い、鷹栖町の課題から3年間の活動案を提⽰

•⾕町⻑への進捗報告
•まちづくり懇親会への参加
•地域の⼦どもや地域の⽅々との交流

Isagai lab: Takasu town genki project 11

鷹栖町のフィールドワーク(11⽉)

Isagai lab: Takasu town genki project 8

全体スケジュール

R5 R6 R7

ふらっとベース
運営確⽴

ふらっとベースの
試験的運営

R4

活動スタート
ふらっとを拠点とした
新たな居場所の提供

ふらっとを
鷹栖の拠点に！

70

令和４年度の活動報告

9Isagai lab: Takasu town genki project
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•ふらっとベースで「ステンドグラスづくり」
•制作発表のため、鷹栖誕⽣まつりへの参加・展⽰

Isagai lab: Takasu town genki project 13

“ふらっとベース”での活動(2⽉)

71

•顔合わせ
• 北野と鷹栖の交流
• ⼤学⽣との交流

Isagai lab: Takasu town genki project 12

“ふらっとベース”での活動(1⽉)

•アロマキャンドルワークショップ
たかす誕⽣まつりで余ったロウソク再利⽤の活動として、
オリジナルアロマキャンドルを作るワークショップを実施予定。

参加者：鷹栖⼩8名、北野⼩8名、
その他幼稚園⽣や中学⽣など

Isagai lab: Takasu town genki project 14

“ふらっとベース”での活動(3⽉/予定)

Isagai lab: Takasu town genki project 16

参加者の声
鷹栖町在住⾼校２年⽣
増井明⽇⾵さん
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成果
• 地域のイベントに参加し、鷹
栖元気プロジェクトの活動を
認知してもらうことができた
• ふらっとベースの活動を⾏い、
⼩中⾼⽣との交流を図った
• 遠距離での活動のため、鷹栖
町住⺠との連携の⼤切さを
知った

Isagai lab: Takasu town genki project 17

令和４年度の成果と反省
反省点
•ふらっとベースの中⾼⽣の
参加率が低い
•地域のみで、⾃⾛して活動
することが難しい
•課題で挙げられていたふ
らっとの可視化が改善され
ていない

72

①ふらっとベースの活動促進

②鷹栖町⺠との関係構築

Isagai lab: Takasu town genki project 19

令和５年度の活動軸
① 中⾼⽣など、主体的に動ける年齢層を増加

② 地域住⺠を巻き込み、鷹栖のことを教えてもらいつつ⼦ども
たちが活動しやすい仕組みづくり

③ 放課後時間にちょっとした集まれる場所の設定（フリース
ペースの運営）

Isagai lab: Takasu town genki project 20

ふらっとベースの活動促進案

令和５年度の⽅向性

18Isagai lab: Takasu town genki project
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•令和5年度も継続して飯盛研の活動を⾏うので、鷹栖町住⺠の
⽅のご協⼒をよろしくお願いいたします

•ふらっとベースの活動をSNS等で情報発信していく予定ですの
で、今後の活動を⾒ていただき、他の住⺠の⽅々に伝えていた
だけると嬉しいです

Isagai lab: Takasu town genki project 22

さいごに

73

さいごに

21Isagai lab: Takasu town genki project

Isagai lab: Takasu town genki project

23



鷹栖町元気プロジェクト
最終成果報告
2023年3⽉18⽇

慶應義塾⼤学
SFC研究所所⻑／総合政策学部教授

飯盛義徳
いさがいよしのり

6．成果報告会飯盛義徳先⽣資料
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いさがいよしのり

飯盛義徳、博⼠（経営学）
慶應義塾⼤学SFC研究所所⻑／総合政策学部教授／慶應義塾評議員
専⾨︓プラットフォームデザイン、地域づくり、ファミリービジネスマネジメント
総務省地域⼒創造アドバイザー、国⼟交通省⼩笠原群島振興開発審議会委員、藤沢
市教育委員会委員、前・内閣府中⼼市街地再⽣⽅策検討会座⻑、⾼知県中⼭間地域
活性化アドバイザー、ファミリービジネス学会常任理事、情報社会学会理事、NPO
鳳雛塾 理事⻑（ファウンダー）
佐賀市⽣まれ。⻑崎私⽴⻘雲⾼等学校卒業。上智⼤学⽂学部卒業後、松下電器産業
株式会社⼊社。慶應義塾⼤学⼤学院経営管理研究科修⼠課程修了後、飯盛教材株式
会社⼊社。NPO鳳雛塾設⽴。慶應義塾⼤学⼤学院経営管理研究科博⼠課程⼊学。慶
應義塾⼤学環境情報学部専任講師、〃総合政策学部准教授、〃教授、現在に⾄る。
慶應義塾⼤学SFC研究所⻑、〃総合政策学部学部⻑補佐などを務めた。

各地での活動（⼀部）

⻑崎県新上五島町
元気プロジェクト

Ø 福岡県⼋⼥市元気プロジェクト
Ø 福岡県東峰村元気プロジェクト

⾼知県本⼭町
まちかつプロジェクト

京都府京丹後市
元気プロジェクト

⽯川県⾦沢市
元気プロジェクト

■ 現在活動中
■ 過去の活動

三重県尾鷲市
元気プロジェクト

唐津市元気プロ
ジェクト

千葉県⼤多喜町
元気プロジェクト

神奈川県湯河原町
元気プロジェクト

埼⽟県⽩岡市
元気プロジェクト

群⾺県前橋市
元気プロジェクト

品川区⼤井町
元気プロジェクト

FM桐⽣
プロジェクト

鷹栖町
元気プロジェクト

スローシティ、
カフェプロジェクトなど
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⼤学連携のメリット

新しい地域資源の発掘

地域の⼈々の主体性の発揮

地域内外の新しいつながりの形成

地域資源
• ヒト
–住⺠、⾃治体、企業、NPOなどの主体

• モノ（⾒えるもの）
–⾃然環境、史跡、農⽔産物など

• カネ
–予算など

• 情報（⾒えないもの）
–歴史、⽂化、ストーリー、ブランドなど

地域⼤学連携の可能性

地域の資源化プロセス
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資源化プロセスと⼤学 新しい地域資源の発掘

• 世代も地域も違う新たな視点
–学⽣の視点は⾮常に新鮮に感じました。
–外の⽬からの⾒た町に対する分析、提案
を頂き有り難うございました。
–外部から⾒た若者の感性と視点には感⼼
した。

（出所）ある地域での活動後の地域の⼈々を対象とした調査より。

主体性の萌芽

• 何らかの実践
–商品開発に取り組んで近い時期に地元で
販売をしたいと思います。
–すぐに研究室のメンバーにはお⼟産とし
て発送、商品開発にはずみがつきました。
–いろいろ考えるより、積極的に⾏動に移
したいと思います。

（出所）ある地域での活動後の地域の⼈々を対象とした調査より。
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地域内外の新しい関係性の構築

新しい関係性

学⽣

地域の⼈々

地域の⼈々

・・・

・・・

（提供）⽩岡市役所 千葉智則⽒。
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（提供）岩見沢駅設計建築家 西村浩氏。

さまざまな新しい取り組み

（提供）建築家 ⻄村浩⽒。

制約（境界）と可視性

（提供）建築家 ⻄村浩⽒。

芝の家（港区）の事例
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（出所）⾦原英⼆⽒提供。

コンテンツのデザイン

対等性を担保する

参加障壁が低く、インセンティブがある

（提供）滋賀県⽴⼤学 上⽥洋平⽒。

（提供）滋賀県⽴⼤学 上⽥洋平⽒。
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（提供）滋賀県⽴⼤学 上⽥洋平⽒。

マネジメントのデザイン

資源持ち寄りを実現する

資源が結合し、参加者の主体性を引き出す

（出所）建築家 ⻄村浩⽒提供。

わいわい︕︕コンテナ（佐賀市）

（出所）建築家 ⻄村浩⽒提供。
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（出所）建築家 ⻄村浩⽒提供。

プラットフォーム

資源を持ち寄り共創

・・・

・・・

あったかふれあいセンター
• あったかふれあいセンター
–年齢や障害の有無にかかわらず、誰もが気軽に集
い、必要なサービスを受けることができる⾼知県
内31市町村48カ所に設置された、⼩規模多機能
⽀援の地域福祉の拠点

• あったかふれあいセンターとかの
–⾼知市から⾞で約1時間の距離にある、⾼知県佐
川町（⼈⼝約1万3000⼈）の⽃賀野地区に設置

–主な産業は農業、林業であり、佐川茶、新⾼梨、
⽢栗、司牡丹などが特産物

–男性の利⽤者が⽐較的⾼い施設
（提供）⾼知県 ⼤⽯佳代⽒。
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（提供）⾼知県 ⼤⽯佳代⽒。

（提供）⾼知県 ⼤⽯佳代⽒。

あったかふれあいセンターとかの
• 単に場を提供するだけでなく、あえて利⽤者に役割や出
番をつくり、できることを実践してもらうよう誘導

• 外部の防災組織や⾃治会の⼈々、⺠⽣委員などにも積極
的に声をかけて活動に参加してもらうとともに、地域の
情報や⼈的ネットワークなどの資源を共有、活⽤

• これが場での⼀参加者から地域において何かの活動を⾏
う主体へと転じる契機

⼀緒に場をつくっていくという余地を残しておくことで参加者
の主体性を育み、場の内外の様々な資源を結びつけ、参加者全
員で⾃由に活⽤できるという⽂化を定着させていくことが地域
づくりへと開展するポイント

境界のマネジメント

とかの

事業
事業

事業

リーダー
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場のマネジメント（境界を中⼼に）

• 効果的な場は⼀気呵成に形成されず
• あるときは境界を明確にしたり、曖昧にしたり、広

げたり、狭めたりしながら、寛容性をもって柔軟に
対応し、バウンダリースパナー（boundary 
spanner）としてコミュニティの内と外の⼈々をう
まくつなげていくマネジメントが不可⽋

• あえて余⽩を残すことでコミュニティを共創（co-
creation）して、多様なインセンティブをもった
⼈々に資源を持ち寄ってもらって交換を促進し主体
性を育むことが重要

研究と実践

空間

コンテンツ

マネジメント

実践を通じて、具体的⽅策を探究
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地域⼤学連携の可能性

学⽣の視点をいかして、地域の魅⼒を再
発⾒するとともに、地域の新しいつなが
りをつくり、担い⼿の確保・育成を実現

地域の⾃⾛⼒

ありがとうございます︕
今後とも宜しくお願いいたします︕



成果まとめ
1. 2022年度のまとめ
2. 2022年度の成果
3. 2022年度の反省
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課題 ふらっとの利⽤者を増やす
解決策 ⼦ども向けのコミュニティをつくる
結果 ⼦どもクラブ「ふらっとベース」の活動が⽉1回開催している

成果

【課題に対する成果】
①ふらっとの認知度向上
鷹栖地区以外の住⺠にもふらっ
との存在を知ってもらえる機会
となった。
②ふらっとの課題明確化
ふらっとの課題を地域住⺠の⽅
と慶應⼤学⽣が意⾒交換を⾏う
中で明確にすることができた。
来年度から具体的に進めていき
たい。

【ふらっとベースに対する成果】
①ふらっとベースの定期的開催
ふらっとベースを1⽉に⽴ち上げて
から⽉に⼀回定期的に開催している。
毎回参加してくれる⼦もおり、参加
⼈数も増え、徐々に定着しつつある。
②⼦どもの地域活動の参画
鷹栖町在住の⼩学⽣から⾼校⽣まで
約30名が参加し、ふらっとを拠点と
した地域活動に参加するきっかけと
なった。

1．2022年度のまとめ

Isagai lab: Takasu town genki project



①鷹栖町元気プロジェクトの認知向上
たかす誕⽣まつりなどの地域のイベントに参加し、慶應義塾学飯盛義徳研究会
「鷹栖町元気プロジェクト」の活動を認知してもらうことができ、地域の⽅々か
ら鷹栖町の魅⼒をお聞きすることができた。
②ふらっとベースへの参加⼈数の増加
ふらっとベースの活動を⾏い、⼩中⾼⽣約30名の⼦どもと交流を図ることができ
た。また、⼦ども同⼠の地区を跨いだ交流を促進させ、情報共有の場につながっ
た。
③⾃発的な活動の考案
⼦どもたちから直接、やりたいことを募ることができた。今後は、このような⼦
どもたちの⾃発的な意⾒から活動を⾏っていきたい。また、地域住⺠の⽅々との
連携を図り、鷹栖町内で⾃発できる体制を作っていきたい。

2． 2022年度の成果
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①ふらっとベースの中⾼⽣の参加が少ない
⾃⾛していくために必要不可⽋な中⾼⽣の参加率が乏しい。原因としては、部活
動や課外活動などで忙しいため、なかなか新しい活動に踏み込むことが難しい。
また、鷹栖町内の学校に通っていない場合もあるため、活動への認知が課題と
なっている。
②地域のみで、⾃⾛して活動することが難しい
上記にも挙げたように中⾼⽣の参加率が低いため、活動を⾃発的に⾏うことが難
しい。また、遠隔での活動のため地域の⽅からの⼿助けが必要不可⽋となってい
る。地域の⽅への参加を促す必要がある。
③課題で挙げられていたふらっとの可視化が改善されていない
夏合宿でも挙げられた「ふらっとの可視化」が、改善されていない。ふらっとGO
（旧：鷹栖地区公⺠館・鷹栖地区住⺠センター管理団体）と連携し、解決してい
く。

3． 2022年度の反省
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2023年度の活動
1. ふらっとベースの活動促進
2. 鷹栖町の⽅々との関係構築
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①中⾼⽣など、主体的に動ける年齢層を増やす
町外の⾼校にもふらっとベースのチラシを配架し、町外の学校に通う⾼校⽣にも
認知してもらう。
②地域住⺠と協⼒するための仕組みづくり
地域住⺠を巻き込むため、さまざまな分野で活躍されている住⺠の⽅々にお⼿伝
いしてもらう。また、この仕組みが定着すれば、鷹栖町のことを⼦どもたちが教
えてもらうことができ、さらに⼦どもたちが地域で活動しやすくなると予想する。
③フリースペースの運営を試みる
放課後時間にちょっとした集まれる場所を設定し、ふらっとに⾃然と集まる場所
に定着させたい。勉強や遊びなど、来年度は⼦どもを対象としたフリースペース
を想定した試験的運⽤を試みる。

1. ふらっとベースの活動促進
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①地域のイベントへの参加
昨年度同様、地域イベントに参加し、鷹栖町の⽅々への認知を⾼めるほか、今後
活動に参加していただけるように関係構築を⾏なっていきたい。

②ふらっとGOとの連携
ふらっとGO（旧：鷹栖地区公⺠館・鷹栖地区住⺠センター管理団体）と定期的
に意⾒交換を⾏い、鷹栖町の他の活動と連携しながら、ふらっとベースの運営が
できないか確認する。

2．鷹栖町の⽅々との関係構築

Isagai lab: Takasu town genki project
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